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• 基本的事項を再確認して進めたい。

• 電波は有限・希少資源であることは間違いないが、周波数ニーズは逼迫して
いるのか これから更に逼迫するのか?いるのか、これから更に逼迫するのか?

• ホワイトスペースの利用は解決策になるのか?
– ほかの方式はないのか?
– 技術の問題なのか運用上（規制等）の問題なのか?– 技術の問題なのか運用上（規制等）の問題なのか?
– コグニティブ無線（技術・運用）とは1対1の関係なのか?

• ホワイトスペース（など）による電波の活用はどのように地域活性化、新産業
の創出、技術改革につながるのか?の創出、技術改革 な るの
– ビジネスモデルはあるのか?
– ビジネス規模はどれほどか?
– 予想される（期待される）事業者はいるのか?

• 内需主導型経済の発展
– 地域雇用（都市部以外を含め）の増大が見込めるのか?
– 中国・インドの台頭の中、日本は今後もこれまでのようなかたちでの技術立

国が可能なのか国が可能なのか?


